
 

いしかわ生活工芸ミュージアム企画展 

Botanical Gardens 

取材のお願い 

自然の中にある草花やそれらをモチーフにしたものを様々な工芸品で彩る企画展です。“庭”は身近な

小さな自然。春めく庭に植物が開花し、きらめきを与える。工芸でどんな“庭”を創り上げていけるのか想

像するのも楽しいですね。陶磁器や漆器や和紙など様々な工芸品が春を待ちかねています。それは自然

界の鳥や花や虫が一斉に動き出し、開花して、私たち人間の目にも心にも彩（いろどり）を与えてくれる

のにも似ています。コロナ禍の沈んだ気持ちを明るく、元気にしてくれる若手作家たちの作品を展示致

します。“庭”の彩りが暮らしの中に広がって、少しだけ幸せな気持ちと楽しみを感じていただけますよう

にとの思いを込めて。 

是非取材していただきますようお願い致します。 

 

◇タイトル：Botanical Gardens 

◇内容紹介：自然の中にある草花やそれらをモチーフにした工芸品を集めてみました。陶磁器や漆器、和

紙や金工、染色刺繡やガラスなど、春を待ちかねた若手作家たちの作品の数々をご紹介致し

ます。 

◇出 展 者：奥の麻衣子（木と漆）、勝亦秀彰（九谷焼）、岸田志穂（染色刺繡）、田圃佳代子（陶芸） 

遠見和之（和紙）、藤田和（漆とガラス）、百瀬玲亜（漆）、柳井千恵子（金工） 

◇会  期：令和 4 年 3 月 18 日(金)～令和４年 5 月 16 日(月)※3 月は毎週木曜日と 4 月 21 日(木)休館 

9:00～17:00（最終日は 15:00 終了） 

◇会  場：いしかわ生活工芸ミュージアム１F ギャラリー 

◇入  場：無料 

 

◇ワークショップ：「能登仁行和紙 －野集紙のハガキを漉いてみよう－」 

      花々を和紙に漉き込み、ハガキを３枚作ります。 

日時 ３月 26 日(土)、3 月 27 日(日)10:00～15:00（所要時間 30 分）※12:00～13:00 休憩 

料金 1,000 円  講師 遠見和之（伝統工芸士）  対象 小学生以上 

 

〈問い合わせ及び取材申し込み先〉 

いしかわ生活工芸ミュージアム（石川県立伝統産業工芸館） 

金沢市兼六町 1-1 ℡076-262-2020 

http://www.ishikawa-densankan.jp  指定管理者 ナカダ・クラフトプロジェクト 

広報担当 E-mail：info@ishikawa-densankan.jp 

 

令和４年３月１６日 

（ 事 務 担 当 ） 

 伝統産業振興室 加藤    

TEL:076-225-1526（内 4489） 



□企画展「Botanical Gardens」出展作品フォト 

 

 



いしかわ生活工芸ミュージアム企画展 

茶の湯のてびき 

工芸にふれるお茶時間 

取材のお願い 

石川の伝統工芸品によって、茶の湯の世界を解りやすく、より親しみやすい構成でお見せ致します。金

沢の茶の湯は、加賀藩祖前田利家や二代利長が、千利休の薫陶を受けたことに始まり、その後千仙叟宗室

が茶の湯奉行となって一層の隆盛を見ました。そして茶の湯という文化が茶道具や茶室のしつらえのみ

ならず、それにふさわしい人の振る舞い・所作にまで及んで洗練されて生まれたのが「茶道」の始まりで

す。金沢では、現在も表千家、裏千家をはじめ、かつて加賀藩が関わった遠州流や宗和流などの茶道が盛

んで、一般の人も簡単に味わえる場所や機会が多く設けられています。 

これまで少し敷居が高いと思っていた方にも、茶道の楽しみと、奥深い茶道具の美の世界を感じていた

だけたらと思います。是非取材していただきますようお願い致します。 

 

◇タイトル：茶の湯のてびき 工芸にふれるお茶時間 

◇内容紹介：石川県内で活躍する陶芸、漆芸、竹工芸、表具などに携わる９名の作家による茶道具をご紹

介します。また用途などについてパネル解説します。１階ではその他の作家による抹茶碗や

袱紗なども販売します。 

◇出 展 者：泉喜仙（大樋焼）、礒慶太郎（表具）、清瀬明人（金沢漆器）、清瀬一光（金沢漆器） 

坂井美紀（陶芸）、田端和樹夫（珠洲焼）、中嶋武仁（山中漆器）、能瀬萌春（九谷焼） 

本江和直斎（竹工芸） 

◇会  期：令和４年３月 18 日(金)～令和４年５月 16 日(月)※3 月は毎週木曜日と 4 月 21 日(木)休館 

9:00～17:00（最終日は 15:00 終了） 

◇会  場：いしかわ生活工芸ミュージアム２F 第 4 展示室 

◇入  場：有料 大人（18 歳以上 260 円、65 歳以上 210 円）小人（17 歳以下 100 円）未就学児無料 

 

◇ワークショップ：「お茶席で使う“菊桜”の練香づくり」 

香木と漢方薫材料を練り合わせ、桜の季節に茶席で使う“菊桜”の練香（薫物）を作ります。 

日時 令和４年 4 月 3 日（日）10:00～、14:00～（所要時間２時間） 

料金 5,000 円   講師 香司 友代香  対象 小学生以上  定員 各回４名  

 

「竹細工で茶杓づくり」 

あらかじめ、かい先を曲げた竹を用意し、切り出しナイフを用いて茶の湯に使う茶杓を削り、

磨いて、仕上げます。（長さ約 18 ㎝～19 ㎝） 

日時 令和 4 年 4 月 16 日（土）9:30～12:30、13:30～16:30（所要時間 2 時間半～3 時間） 

料金 5,000 円  講師 本江和直斎  対象 高校生以上  定員 午前・午後各 5 名   

※予約はいしかわ生活工芸ミュージアム（℡076-262-2020）まで。当日も空きがあればOK。 

令和４年３月１６日 

（ 事 務 担 当 ） 

 伝統産業振興室 加藤    

TEL:076-225-1526（内 4489） 



〈問い合わせ及び取材申し込み先〉 

いしかわ生活工芸ミュージアム（石川県立伝統産業工芸館） 

金沢市兼六町 1-1 ℡076-262-2020 

http://www.ishikawa-densankan.jp  指定管理者 ナカダ・クラフトプロジェクト 

広報担当 E-mail：info@ishikawa-densankan.jp 

 

□企画展「茶の湯のてびき 工芸にふれるお茶時間」出展作品フォト 

 

 
 

 

 






